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１．はじめに 

 平成 28 年 8 月，北海道において観測史上初めて 1

週間に 3個の台風が上陸し，さらに台風 10 号の接近

により，甚大な被害が発生した．これを受けて，「平

成28年 8月北海道大雨激甚災害を踏まえた水防災対

策検討委員会」が設置され，気候変動を考慮した治

水計画の必要性が提言された． 

 気候変動を考慮した治水計画を立案するためには，

気候モデルの出力降雨に基づく確率雨量を用いるこ

とが有効となるが，気候モデルの出力降雨は，境界

条件や初期条件等の違いによって幅を有することか

ら，大量アンサンブルデータを用いて確率雨量の取

り得る不確実性の幅を考慮する必要がある． 

 これまで，気候モデルの出力降雨を用いた将来の降

雨倍率や確率雨量の取り得る幅を示した研究はあるが

1)2)3)4)，大量の標本をリサンプリングして確率雨量の幅

を求めた事例は無く，不確実性を考慮した確率雨量の

評価手法も確立されていない． 

 本研究では，大量アンサンブル気候予測データと

リサンプリングを用いて，不確実性の幅を考慮した

確率雨量を算定する手法を提案し，将来気候下での

確率雨量の変化を提示する． 

２．対象流域と使用データ 

 対象流域は，北海道東部に位置する十勝川（流域面

積 9,010km2）の帯広地点流域とした．使用データは，

d4PDFが提供する領域20kmモデルの出力値を基に

北海道領域を対象に領域 5km モデルで力学的ダウ

ンスケールされたモデル出力降雨を用いた 5)．なお，

年最大雨量の確率評価は，ピアニの手法 6)でバイア

ス補正を施した領域 5km モデルの出力降雨を用い

た． 

３．不確実性を考慮した確率雨量の算出方法 

 リサンプリングによって作成した 10 万標本を対象

に，Gumbel 分布および GEV 分布を用いて確率評価

を行った． 

 d4PDF 過去実験は，1951-2010 年の海面水温の観

測実績を境界条件とした気候モデルの出力値である

ため，1951-2010 年の各年に存在する 50 アンサンブ

ルメンバーの年最大雨量から，年毎にランダムに 1

アンサンブルメンバーの年最大雨量を抽出し，

1951-2010 年の年最大雨量(60 年分)が 1 標本となる

ようにリサンプリングを行った． 

 d4PDF4℃昇温実験は観測実績からトレンド成分

を除去した海面水温に将来の海面水温変化パターン

を加えたものを境界条件としており，5400 年の出力

が全てRCP8.5シナリオの2090年相当の気候状態と

なっていることから，リサンプリングの際には 60 年

×90アンサンブルメンバー(5400年分)の年最大雨量

からランダムに 60 個の年最大雨量を抽出すること

とした．ただし，同一の年最大雨量の繰り返し抽出

は許容しないものとした． 

４．気候変動後の確率雨量の変化 

 Gumbel 分布と GEV 分布を比較すると(図-1)，

GEV 分布の 95%信頼区間の幅が Gumbel 分布と比

較して大きい．これは，2 母数の確率分布モデルで

ある Gumbel 分布と比較して，3 母数の GEV 分布で

は標本中に含まれる極値に，より適合させた確率評

価になるためである．この結果は，治水計画立案時

に選択する確率分布モデルによって，治水対策に大

きな違いが生じる可能性があることを示している． 

 過去実験と 4℃昇温実験を比較すると，Gumbel

分布，GEV 分布に関わらず，同一確率規模の降雨頻

度分布が重複していることが分かる．これは，4℃昇

温後に起こり得る降雨は，現在気候下においても起 
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こりうることを示す結果であり，4℃昇温後の降雨に

対する治水計画の立案は，気候変動の影響がより顕

在化する数十年後の議論ではなく，現在気候下で発

生し得る降雨に対してもリスク低減効果があること

を示している． 

５．おわりに 

 本研究で提案した大量アンサンブルデータ気候予

測データに基づく不確実性を考慮した確率雨量の評

価手法は，他の RCP シナリオにおいても適用可能で

あり，今後の RCP8.5 シナリオ以外の大量アンサン

ブルデータベースの整備が望まれる． 

謝辞：本研究では，文科省・気候変動リスク情報創

生プログラムで作成された d4PDF を使用した．解析

に使用した年最大流域平均雨量は，平成 29 年度地球

シミュレータ特別推進課題ならびに文部科学省

SI-CAT の支援により地球シミュレータを用いるこ

とで得られたものである． 
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図-3  不確実性を考慮した 4℃昇温後の確率雨量の変化(十勝川帯広地点) 
a)  Gumbel 分布 b)  GEV 分布 

土木学会第73回年次学術講演会(平成30年8月)

 

-12-

CS11-006

 


